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次亜塩素酸ナトリウムの特性を活かして、

塩素のより効果的な利用を！

（弱酸性除菌・消臭水）（弱酸性除菌・消臭水）
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一般的な次亜塩素酸ナトリウムの使われ方

次亜塩素酸

ナトリウム

（食品添加物指定）

水で希釈 散布・浸漬

結 果
中途半端な効果と

実害が！！

強い塩素臭がする為
人が居ない状態で部
屋を密閉して使用し、
浸漬後は必ず水洗が
必要。

塩素の残留分により
金属部分が錆びる等
施設・設備に悪影響
が生じる。

あります！！ ポイントは次頁の
「次亜塩素酸の乖離曲線」！

濃度：6～12％
pH：12

濃度：数10～
数100ppm pH：
約８～９

解決方法はあるのか？

もう１つだけ工程を増やすことです。

キーワードは「pH調整」

答えは

生成過程 使用状態
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次亜塩素酸の乖離（かいり）曲線から解る塩素の働きの違い

OCℓ－

HOCℓ
次亜塩素酸領域

次亜塩素酸イオン領域
Cℓ２
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「pH調整」とは？

① 次亜塩素酸ナトリウムを水で希釈します。

NaCℓO ＋ H２０ → HOCℓ ＋ NaOH

（次亜塩素酸ナトリウム ＋ 水 → 次亜塩素酸 ＋ 水酸化ナトリウム）

② この状態ではアルカリ域なので、塩酸でｐH調整して弱酸性領域 にします。

HOCℓ ＋ NaOH ＋ HCℓ → HOCℓ ＋ NaCℓ ＋ H２O

（次亜塩素酸 ＋ 水酸化ナトリウム ＋ 塩酸 → 次亜塩素酸 ＋ 塩化ナトリウム ＋ 水）

②の工程を加えることにより、従来危険を伴っていた塩素の使用を
安全かつ、より効果的に行うことが出来るようになりました。
①の今までの作業では、途中までで止めていたことが解ります。
この方式で生成した水が

「ディゾルバウォーター」です。

希釈工程

pH調整工程
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細菌芽胞

結核菌

カビ

ブドウ糖

非発酵菌

一般細菌

病原性細菌

強い菌

弱い菌
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安全性安全性

高い高い
毒性毒性
強い強い

微生物に対する抗菌性比較

すすカビ、黒カビ、青カビ、赤カビ、白癬菌

一般細菌類、サルモネラ菌、黄色ブドウ球菌（Ｍ
ＲＳＡ含む）、大腸菌（O157含む） 、レジオネラ菌、

カンピロバクター菌、腸炎ビブリオ、セラチア菌

シュードモナス属菌（緑膿菌）、アシネトバクター
属菌

マイコバクテリウム属菌（結核菌）

クロストロジウム属菌（ボツリヌス菌、ウエルシュ
菌、破傷風菌）、バチルス属菌（枯草菌、タンソ
菌、セレウス菌）

酵母 カンジダ、黒色酵母（オーレオバシジウム属）

ウイルス ノロウイルス、アデノウイルス、ポリオウイルス、
鳥インフルエンザ、ＳＡＲＳ



7



8

HOCℓ

H2O2

O2
－

O2

異物
病原微生物

貧食

貧食空胞

好中球

分解

除去

体内で次亜塩素酸が発生しているというのは意外と知られていない事実です。体内で次亜塩素酸が発生しているというのは意外と知られていない事実です。
活性酸素が体内に侵入した細菌などの異物を分解するのに活躍していると言われてい
ますが、実際は次亜塩素酸に変化した形で働いているのです。何故なら好中球にはミ
エロパーオキシダーゼという酵素が大量に存在し、活性酸素の一種である過酸化水素
を塩素イオンと反応させ次亜塩素酸を作り出すからです。なぜ好中球は次亜塩素酸を

体内でバイ菌を駆除するのに活躍している次亜塩素酸を体外でも便利に使用できる体内でバイ菌を駆除するのに活躍している次亜塩素酸を体外でも便利に使用できる
ようにしたものがディゾルバウォーターです。ようにしたものがディゾルバウォーターです。

攻撃

H＋

酵素

自己犠牲の下に早急に微生物を殺して排除する
という防御の最前線で働いている健気な白血球

次亜塩素酸は私たちの体内でも大活躍！

発生させるこの酵素を大量に
有しているか考えたとき、
理由まさに「除菌作用の為」
と言えます。

生命は数億年かけてこの生命は数億年かけてこの
次亜塩素酸の血液中次亜塩素酸の血液中
での安全性を証明してでの安全性を証明して

きたのです。きたのです。
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ディゾルバウォーターの特徴と効果

ディゾルバウォーターは、次亜塩素酸ナトリウムを水で希釈し塩酸でpH調整して生成し、人肌と
同じ弱酸性領域で安定にさせた水です。

次亜塩素酸の存在を大きくして使用するため、強力な除菌力を発揮します。芽胞細菌等の強い菌にも力を発揮します。
また、次亜塩素酸ナトリウムが持つ消臭力を塩素臭も無く安全に活用することができます。

ディゾルバウォーターのpHは6.5、人の皮膚と同じです。次亜塩素酸ナトリウムを手で触ったときのヌルヌル感は
無く、水道水を使うのと同じ感覚です。アルコールは、濡れていると効果が激減しますが、ディゾルバウォーターは
対象物が濡れていても効果を発揮します。

塩素ガスが発生しないため、ドライ噴霧（数ミクロンの粒子径）により噴霧使用する事で、人が居る場所での空間除
菌（空中の浮遊菌･落下菌が対象）が行えます。細菌類の移動が人の動線によるものが多いことから、食品加工工場
や待合室等での活用で威力を発揮しています。

強力な除菌力と消臭効果があります

強力な除菌力でも人体にはやさしい

噴霧による除菌方法が使用できます

使用する次亜塩素酸ナトリウムも塩酸も厚生労働省が定める「食品添加物」です。ディゾルバウォーターは次亜塩素
酸ナトリウムと同じように食品の除菌に使用することができます。

食品の洗浄・除菌にも使用できます

加温すると更に除菌力が増加します

弱酸性次亜塩素酸水の除菌力は、温度が上がるほど増していきます。その割合は10℃上昇する毎に
約2.5倍づつ増加していきます。
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シャワーシャワー 細霧細霧 噴噴 霧霧 ドライ噴霧ドライ噴霧 超微粒子超微粒子 噴霧噴霧

＞＞3030μμmm 1010～～3030μμmm 44～～1010μμmm 11μμmm以下以下

噴霧と粒子の大きさの関係

一般的な消毒剤の噴霧（室内を濡らして壁面付着菌を除菌することで空中
浮遊菌を抑制。疫病管理センターでは“推薦できない”と。）

汚染の広がりの原因（病院等の場合）
①床面の菌が人の動きによって空間から壁面へ付着
②シーツの交換時に空間から室内全体に広がる
③人の出入りによる、人からの感染

濡れない微粒子の噴霧濡れない微粒子の噴霧

全て全て人の動線人の動線によるによる！！

ディゾルバウォーターによるドライ噴霧は、従来不可能であったディゾルバウォーターによるドライ噴霧は、従来不可能であった
有人下での噴霧を安全有人下での噴霧を安全に行う事を可能にしました。に行う事を可能にしました。

ディゾルバウォーターのドライ噴霧による空間除菌
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除菌水比較

原 料
次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ
塩酸

塩化ナトリウム
塩化ナトリウム
塩酸

次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ オゾンガス

生成方式 ｐH調整式 電気分解 電気分解 点滴 バブリング

ｐH値 5.5～7.5 約8 2.7 8以上 －

濃 度
20～200ppm

以上
30～80ppm 5～50ppm 1～200ppm 0.9～10ppm

殺 菌 力
殺菌力が大きい
次亜塩素酸がほ
とんど

次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳ
ﾑより強力

次亜塩素酸が多
いが塩素ガスが
発生

次亜塩素酸ｲｵﾝが
多く遅効性

強力な殺菌力

安 全 性
有機物と反応す
ると水に戻る

次亜塩素酸ｲｵﾝ
が多く残留性が
高い

猛毒の塩素ガス
を発生し危険

殆ど次亜塩素酸
ｲｵﾝで残留性大、
人体に影響

ｶﾞｽ化し低濃度
でも人体に影響

安 定 性
ポリ容器保存で
も3ヶ月程度は
効力を維持する

密閉度の低い
保存では効力を
失う

すぐにｶﾞｽ化し
不安定

紫外線や高温に
弱く、密閉性が
低いと効力を失
う

ｶﾞｽ化が早く
極めて不安定

金属腐食 極めて軽微 非常に大きい 大きい 大きい 非常に大きい

空中噴霧
○

作業中可
× × ×

○
ガス：作業中
不可

食品除菌 ○ ○ ○ ○ ○

電気分解方式 次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ
希釈液

オゾン水
除菌水名

塩素系殺菌水 気体

弱アルカリ液 強酸性水
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ディゾルバウォーターの用途

物 流 食品加工業

■ 海上コンテナの洗浄 ■ 工場内の落下菌の殺菌（噴霧による）

■ 食品倉庫の加湿噴霧 ■ 食材の洗浄殺菌

■ トロ箱用保存氷（殺菌機能付） ■ 器具及び手指、床、壁、天井等の洗浄殺菌

■ トラックボディの脱臭洗浄 飲食店・食品店・施設の厨房

病院・医院 ■ 流水による器具及び食材の洗浄殺菌

■ 院内感染の予防（手洗い、床、壁、天井等） ■ 手指、器具、床、壁、天井等の洗浄殺菌

■ 室内の空気殺菌（噴霧による） ■ 落下菌の殺菌（噴霧による）

■ 器具洗浄 ■ ごみ置き場の殺菌・消臭

獣医・ペットショップ ■ バックヤードの殺菌・消臭

■ 飼育室の噴霧殺菌 畜 産

■ 皮膚障害の治療 ■ 畜舎の洗浄・噴霧による空間殺菌

■ 手洗い、器具の洗浄殺菌 ■ 生体への直接シャワーによる皮膚殺菌

老人ホーム 農 業

■ 室内の空気殺菌（噴霧による） ■ ハウス内の落下菌の殺菌（噴霧による）

■ 風呂の殺菌 ■ 育苗時の殺菌

公共施設 ■ 出荷時の洗浄殺菌

■ スポーツジム・プール 漁 業

■ 温泉（レジオネラ菌対策） ■ 水揚後の洗浄

■ 飛行場 ■ 解体時の殺菌・消臭

■ 映画館・劇場 その他

■ インターネットカフェ・ゲームセンター ■ 安全な殺菌消臭が求められるところ
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Disolva1801

岡山県工業技術センターと㈱シージーアイとの
共同開発によるもので、特許出願中。
意匠登録済み。

型名（型式） Disolva 1801

製品寸法（mm） W940×H900×D520

W幅×H高さ×D奥行 （キャスター除く）

重量 約100kg

電源 単相 100V

周波数 50/60Hz 

消費電力 30W /ｈ

使用給水圧 0.25MPa

使用水温 5～35℃

周囲温度 5～35℃

生成量 1800ℓ/ｈ

生成水のｐH 6.5±35%

塩素濃度 50/100/150/200ppm(微調整可)

安全装置 ｐH計により監視

添加液A（次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ 6%）

添加液B（希塩酸 6%）

指定添加薬液

ディゾルバウォーター生成装置



14

ディゾルバウォーターによる噴霧除菌システム構想図
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